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TPS7H500X の電圧モード制御動作
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概要

TPS7H500X ファミリのデバイスは、最小限の変更で電圧モードコンバータとして使用することができます。電圧モード制

御に必要なランプ信号は、スロープ補償回路によって生成される内部ランプを利用するだけで実現できます。
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1 概要

電気的な実装の観点から見た場合、電圧モード制御と電流モード制御の主な違いは、誤差電圧と比較される制御ランプ
信号をどのように生成するかにあります。電流モード制御の設計では、このランプ信号は制御スイッチを流れる電流を検
出することによって生成されます。

2 実装

TPS7H500X ファミリのデバイスでは、電流ランプ情報は CS_ILIM ピンへの入力として与えられます。
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CS_ILIM ピンを GND に接続し、RSC 抵抗の値を変更することで、電圧モード動作を実現できます
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以下の式は、誤差増幅器の出力範囲を最大限に利用できる RSC 抵抗値を示しています。この値より小さい場合や大き

い場合でもコンバータは動作しますが、この値にできるだけ近い値を使用することが推奨されます。SC = fSW × 2V (1)

ここで、fSW の単位は MHz です

RSC = 28.3SC1.1 (2)
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この方法を用いて電圧モード動作を実現した場合、電流制限機能は無効になります。電流制限機能を追加する方法の一
つについては、INA901-SP を用いた TPS7H500x-SP ファミリ向け宇宙グレード過電流保護回路で詳しく説明されてい

ます

電圧モード制御の補償式優れたリファレンスは、スイッチモード電力コンバータの補償が容易です。

TPS7H500X デバイスファミリで電圧モード制御を使用する 2 つの設計は、PMP23193 と PMP23552 です。

3 まとめ

適切な手法を用いることで、TPS7H500X ファミリのデバイスを電圧モードコンバータとして使用することができます。内蔵

されているスロープ補償機能を利用することで、最小限の外付け部品でこの制御方式を実現できます。この方法では、抵
抗とコンデンサの組み合わせによってランプ信号を生成する従来の方法と比較して、実装面積を削減することができま
す。

4 参考資料

1. テキサス インスツルメンツ、TPS7H500x-SP 放射線耐性保証 (RHA) 対応 2MHz 電流モード PWM コントローラ、デ

ータシート。

2. テキサス インスツルメンツ、PMP23193、製品ページ。

3. テキサス インスツルメンツ、PMP23552、製品ページ。

4. テキサス インスツルメンツ、スイッチング電源コンバータの補償設計入門、セミナー。

5. テキサス インスツルメンツ、INA901-SP を使用した TPS7H500x-SP ファミリ向け宇宙グレード過電流保護回路、ア

プリケーションブリーフ。
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は一切の責任を拒否します。
TI の製品は、 TI の販売条件 、 TI の総合的な品質ガイドライン 、 ti.com または TI 製品などに関連して提供される他の適用条件に従い提
供されます。TI がこれらのリソースを提供することは、適用される TI の保証または他の保証の放棄の拡大や変更を意味するものではあり
ません。 TI がカスタム、またはカスタマー仕様として明示的に指定していない限り、TI の製品は標準的なカタログに掲載される汎用機器
です。
お客様がいかなる追加条項または代替条項を提案する場合も、TI はそれらに異議を唱え、拒否します。
IMPORTANT NOTICE

Copyright © 2026, Texas Instruments Incorporated

最終更新日：2025 年 10 月

https://www.ti.com/ja-jp/legal/terms-conditions/terms-of-sale.html
https://www.ti.com/jp/lit/pdf/JAJQ001
https://www.ti.com

	目次
	商標
	1 概要
	2 実装
	3 まとめ
	4 参考資料

